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以前と比べて変わったことは？

§最初に作業フローを書いて、ゴールまで
の流れを把握するようになった

l 無意味な成果物を作らなくなった

§自分の作業を定義するようになった

l 自分の行動が客観的に見えるようになった

§簡単な作業でもスケジュールを考えるよ
うになった

l 飛び込みの１週間の作業を外さなくなった

l きちんと作業が終わるようになった
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変わっていない！

§プロセスを改善する方法を習得したはず
なのに、現実に殆ど変化していない！

l 勧められた幾つかの成果物は断片的には書
けているが・・・

• プロジェクトの計画書
– スケジュールは書いているが殆どミートしないし、実

績がうまく書けない

– 最近は、詳細なスケジュールを書かなくなった

– リスクの項目は最初に計画書に書いたまま

• 要求仕様書
– 仕様に関するバグが、相変わらず出ているし、増えだ

したように思える
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元に戻る原因　-1-

§ 新しいことを学習しても、以下のような状況を
作ってしまえば簡単に元に戻ってしまう。

l 過去のバグに対応するとき
• かって設計書もなく計画も、作戦もない状態で作ったこと

がそのバグの原因であるのに、今、それを修正するに当たっ
て、また同じような姿勢でそのバグに対応している。

– 構造図の書き方やデバッグの仕方など、“あの時”は身に付
けていなかった新しい知識やノウハウを身に付けること。

– その他、プロセスの改善で新しく学んだことを少しでも使い
ながら対応すること！

– 例えば、そのバグに対応するにあたって、状況を判断する
「プロセス」を入れて、「作戦を立て」作業量を「見積もり」
見通しをつけること。

– 原因を見つけたとき、修正するに当たって「変更制御」を取
り入れること
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元に戻る原因　-2-

l 改善に取組んでいない他部門の人と接するとき
• 折角、自分たちは改善の取組みを身に付けたのに、そのよ

うな取組みをしていない他部門の人のペースに合わせてし
まっている。

– メールでの問い合わせの返事が３日もかかっているのに、じっ
と待つことは止めて、自分たちのペースに巻き込むこと。

– どうしても段取りの悪い人には、こちらで段取りして、それ
に乗せてしまおう。

– 作業を依頼する際に、一連の作業の流れをプロセスフローに
して見せるのも良いでしょう。

• 特に、仕様を書く部署と設計の部署が異なるときは、当事
者同士では埓が開かないことがる。
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変われない原因　-1-

§ プロセス改善の方法を学習する機会を得ても、
以下のような姿勢のままでは変化しない。

l 「そうですね、しかし」 というゲームを演じてし
まう

• それを取り入れることの難しい場面を、直ぐに探し出して
しまう。

– 簡単に取り入れることの出来る取組みなんてあるわけがない。
それがあるようなら、この種の取組みの必要性はないか、あっ
ても小さいはずである。

– 多くの場合、「All or Nothing」の姿勢になっている。大事な
ことは、「変化させること」であり、「変化を常態化させる
こと」である。したがって、中間のところで一歩進めること
が大事。
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変われない原因　-2-

l まだまだ新しい方法が身に付いていないのに、自分
の考えを出そうとする

• 体に染みついているのは、改善に取組む前のやり方であり、
旧来の発想であるのに、ちょっと話を聞いただけで、ある
いは、ちょっと文献を読んだだけで、対応を考えようとし
ている。

• 実際に、入手した文献や資料に戻って、何度も読み返えさ
れていない。

– 何度も、文献に戻ったり、話のメモに戻って、確認し
ながら考えをまとめ、対応方法をまとめていくこと。

– 自分の記憶の中に、文献の文章や図や、セミナーなど
の説明の場面がくっきりと浮かんでくるぐらいに繰り
返す。
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変われない原因　-3-

l 日常の中で取組んでいない。特に、プロセスの定義
などは、別にソフトウェアの開発だけのものではな
い。問い合わせのプロセスや、技術テーマの学習プ
ロセス、研修発表のプロセス、部品発注のプロセス
など、応用されるべき「場」はいくらでもある。

– “習慣化”が必要なテーマは、日常の中で使ったり、
応用する工夫が必要です。
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変われない原因　-4-

l “出来ることしか出来ない”を間違って理解してい
ませんか。

• 確かに、いかなる取り組みでも、“出来ること”しか出来
ません。でもここでいう“出来ること”とは、“今、出来
ること”ではありません。

• 今、出来ないことの中から、“それじゃ、どこまでなら出
来るか”“そこまではやってみよう”という自問に対して、
今までやったことのないことを、一つでも２つでも取り組
むことです。

• このような発想を、自然に身に付けている人は、何も難し
く考えなくても、このような姿勢で取り組んでいますが、
身に付けていない人は、意識して取り組まないと、現状か
ら一歩も変化しないことになります。
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変化を楽しんで！

§ １年前を振り返って、変わっている自分を発見
する楽しみを得てください

l 変化を避けて通れる事はありません。それはただの錯覚です。
あるいは、周囲の人も変化していないだけです。

l もしかして、顧客に対しても利益を与えていない可能性があ
ります。

l 現状が、十分な生産性を獲得していない以上、その状態で居
続けることの合理性は存在しません。

l 経済がグローバル化し、人が国境を越えて行動するようにな
るということは、仕事の仕方も世界標準であることが求めら
れるということです。

l それを怠ったとき、その組織は競争力を失ってしまいます。
組織の競争力は、それを構成する個人の競争力によって成り
立っています。


